
年
頭
に
あ
た
り
一
言
、
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
を
、
激
動
の
年
と
し
ま

し
ょ
う
。
政
権
交
代
を
実
現
し

ま
し
ょ
う
。
職
を
失
い
、
餓
死

凍
死
と
背
中
合
わ
せ
で
、
こ
の

年
末
年
始
を
過
ご
さ
な
く
て
は

な
ら
な
い
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

公
共
事
業
の
民
間
委
託
、
規

制
緩
和
で
誰
が
幸
せ
に
な
っ
た

で
し
ょ
う
。

低
賃
金
の
国
民
は
、
日
本
の

生
産
物
の
半
分
も
買
う
事
が
で

き
ず
、
借
金
漬
け
の
ア
メ
リ
カ

や
欧
州
に
買
っ
て
も
ら
う
状
況

は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
末
期

を
迎
え
ま
し
た
。

環
境
改
善
を
は
じ
め
将
来
の

生
活
が
快
適
に
な
る
こ
と
に
つ

な
が
る
事
業
を
拡
充
し
、
そ
こ

に
十
分
な
人
員
を
雇
用
配
置
す

る
事
は
緊
急
の
課
題
で
す
。

一
組
総
支
部
は
、
安
定
安
全

な
、
ご
み
処
理
確
保
の
た
め
、

事
業
直
営
、
職
員
採
用
、
労
働

条
件
改
善
を
求
め
、
闘
っ
て
い

き
ま
す
。
組
合
員
の
み
な
さ
ん

の
声
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
の
十
二
月
十
九
日
、
清

掃
会
館
Ｓ
Ｋ
ホ
ー
ル
に
て
、
東

京
清
掃
労
働
組
合
一
組
総
支
部

の
第
四
回
目
と
な
る
定
期
大
会

が
開
催
さ
れ
た
。

清
掃
工
場
の
民
間
委
託
攻
撃

が
、
強
ま
る
状
況
を
打
開
し
、

安
全
、
安
定
な
清
掃
工
場
の
構

築
を
求
め
る
運
動
方
針
な
ど
が

議
論
さ
れ
た
。
始
め
に
藤
川
一

組
総
支
部
副
委
員
長
の
開
会
宣

言
が
あ
り
、
大
会
役
員
の
選
出

で
、
書
記
に
豊
島
工
の
須
藤
委

員
、
大
会
議
長
に
一
組
本
庁
支

部
の
松
村
委
員
、
採
決
、
資
格

審
査
員
に
、
江
戸
川
工
の
寺
本

委
員
、
杉
並
工
の
岸
野
委
員
、

大
会
運
営
委
員
に
、
江
東
工
の

谷
中
委
員
、
有
明
工
の
大
橋
委

員
が
選
出
さ
れ
た
。

続
い
て
、
岡
沢
一
組
総
支
部

委
員
長
挨
拶
で
は
、
現
在
の
経

済
状
況
の
中
で
の
我
々
の
立
場

や
、
未
組
織
労
働
者
の
苦
境
に

つ
い
て
報
告
。
今
こ
そ
、
一
組

の
組
織
構
築
を
目
指
し
団
結
を

し
て
い
こ
う
と
訴
え
た
。

来
賓
の
挨
拶
で
、
東
京
清
掃

労
働
組
合
の
西
川
執
行
委
員
長

は
、
清
掃
に
お
け
る
現
状
の
課

題
、
各
区
の
動
向
、
要
請
な
ど

我
々
の
要
求
、
処
遇
改
善
を
皆

で
勝
ち
取
ろ
う
と
連
帯
の
挨
拶
。

続
い
て
、
武
藤
区
議
会
議
員
、

野
呂
区
議
会
議
員
、
植
田
（
市

民
団
体
代
表
）
、
セ
レ
モ
ア
つ

く
ば
の
増
田
課
長
、
全
労
済
、

東
京
労
金
の
代
表
か
ら
も
連
帯

の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

一
号
議
案
の
経
過
報
告
は
、

一
組
総
支
部
岩
田
書
記
長
か
ら

あ
り
、
質
疑
応
答
の
後
、
承
認
。

二
号
議
案
は
品
川
工
の
塩
田

会
計
監
査
員
よ
り
報
告
が
あ
っ

た
。
三
号
議
案
は
、
内
山
会
計

代
行
よ
り
報
告
が
あ
り
、
承
認

さ
れ
た
。
四
号
議
案
で
、
活
動

方
針
案
を
一
組
総
支
部
山
下
副

委
員
長
が
提
案
。
質
疑
応
答
の

後
、
承
認
。
五
号
議
案
の
内
山

代
行
の
会
計
予
算
案
、
六
号
議

案
の
規
約
改
正
は
、
中
里
書
記

次
長
よ
り
提
案
、
了
承
。
七
号

議
案
、
人
事
そ
の
他
の
変
更
に

つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

箱
田
一
組
総
支
部
副
委
員
長

が
大
会
決
議
を
読
み
上
げ
、
西

田
一
組
総
支
部
賃
金
部
長
が
大

会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
読
み
上
げ
て
、

全
体
で
拍
手
で
確
認
し
た
。

最
後
に
、
岡
沢
委
員
長
の
団

結
が
ん
ば
ろ
う
ー
で
閉
会
し
た
。

（
具
体
的
な
議
案
、
提
案
内
容
、

詳
細
に
つ
い
て
、
各
支
部
に
資

料
集
、
小
冊
子
が
配
布
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
）

労
働
者
に
と
っ
て
こ
の
数
年

間
は
ま
さ
に
苦
渋
に
満
ち
た
年

月
で
あ
る
。

派
遣
社
員
・
契
約
社
員
な
ど

の
不
安
定
雇
用
が
推
奨
さ
れ
、

ニ
ー
ト
・
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
な

ど
、
働
か
な
け
れ
ば
生
き
て
ゆ

若
者
の
車
離
れ
が
進
行
し
て

い
る
。
今
や
、
車
の
所
有
が
一

つ
の
ス
テ
ー
タ
ス
に
な
ら
な
い

こ
と
な
の
だ
そ
う
だ
。

昔
、
車
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な

ど
、
車
好
き
の
男
性
は
、
当
た

り
前
の
よ
う
に
手
を
油
だ
ら
け

に
し
て
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム
を
点

検
し
て
い
た
が
、
忙
し
い
現
代

は
、
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
の

か
も
知
れ
な
い
。
新
車
は
、
メ

カ
ト
ラ
ブ
ル
は
皆
無
の
よ
う
だ
。

パ
ン
ク
や
故
障
で
立
ち
往
生

の
車
も
少
な
い
感
じ
に
な
っ
て

き
て
い
る
。

ガ
ソ
リ
ン
の
高
値
の
影
響
や
、

税
金
、
駐
車
場
、
保
険
、
他
の

維
持
費
で
、
い
や
け
が
さ
し
て

い
る
の
か
。

若
者
は
、
携
帯
電
話
は
必
要

だ
が
、
車
は
必
要
な
い
と
言
う

人
も
多
い
。
便
利
な
世
の
中
で

交
通
機
関
も
充
実
し
、
電
車
や

バ
ス
が
分
刻
み
で
走
る
よ
う
に

な
り
、
駐
車
場
探
し
や
渋
滞
な

ど
、
マ
イ
カ
ー
で
、
都
内
は
移

動
し
た
く
な
い
と
の
声
も
あ
る
。

温
暖
化
な
ど
で
、
い
わ
ゆ
る
、

カ
ッ
コ
よ
い
と
さ
れ
て
き
た
車

の
所
有
と
維
持
が
、
カ
ッ
コ
悪

い
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
う
。

も
の
作
り
の
得
意
な
日
本
人

の
特
性
を
活
か
す
よ
う
な
、
ス

キ
ル
や
楽
し
み
が
な
く
な
る
と
、

車
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
が
ほ
ん

と
に
衰
退
す
る
。

（
福
）
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執行委員長
岡沢 徹

副委員長
教宣担当

内山健司
編集
教宣部長

１月７日
一組総支部執行委員会

１４日一組総支部常任委員会
１５日 東京清掃本部旗開き
２１日一組総支部執行委員会
２３日（未定）一組総支部

支部委員会
２８日一組総支部常任委員会

主な取り組み
専門委員会交渉、解明要求
文化厚生活動の推進、意見

集約、組織対策、異動問題、
安全衛生課題、 職員互助に

ついて、公務労働災害、アウ
トソーシング問題、賃金問題、
育児休暇等、安全作業。

2008．12．19

1、安全操業を破壊しかねない
工場の外部委託化アウトソーシング反対！

2、組合破壊の外部委託化
アウトソーシング反対！

3、住民にとって安心・安全・安定した
清掃工場を作り上げよう！

4、現業労働者への不当な賃金切り下げ
攻撃に対し、生活を守るため断固闘おう！

5、不快・危険・困難な清掃工場の特勤手当の
改悪に断固反対しよう！

6、成績主義の拡大に反対し、
一方的となる評価制度を廃止させよう！

7、技能主任、技能長の設置数拡大、
処遇改善を勝ち取ろう！

8、職員、とりわけ設備管理職員の
新規採用をかちとろう！

9、清掃一組にいたい区派遣職員固有化を
目指そう！

10、安全作業を遵守し、
職場から公務災害・労働災害を絶滅しよう！

11、ダイオキシン類曝露防止徹底のため、
ダイオキシン類対策委員会を強化しよう！

12、一組の福利・厚生を充実させ、
区並みの水準を確保させよう！

13、明るい聴場作りのために、
レク活動を強化しよう！

14、組合活動の当局による規制に反対し、
明るい職場を建設しよう！

15、委託労働者と連帯し、
組合の組織化に協力しよう！

16、一組総支部に結集し、一人ひとりが
楽しんで、組合活動を担おう！

17、一組総支部を強化するために
専従役員を設置させよう！

以上

一組総支部組合
員のお役に立ち
ます。
中央労働金庫

全 労 済
セレモアつくば
問い合わせは、
各支部役員さん

まで

ご
挨
拶

岡沢 徹
一組総支部委員長



け
な
い
人
々
が
働
い
て
も
生
き

て
ゆ
け
な
い
。

働
く
場
所
も
無
い
と
い
う
状

況
が
報
告
さ
れ
続
け
て
い
る
。

し
か
も
政
府
は
、
た
だ
弱
者

か
ら
搾
取
す
る
強
者
の
理
念
で

あ
る
「
新
自
由
主
義
」
の
名
の

下
、
格
差
社
会
を
さ
ら
に
押
し

広
げ
て
い
る
ば
か
り
で
あ
る
。

「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」
と
名
づ
け

ら
れ
た
長
期
好
景
気
は
、
一
部

の
資
本
を
も
っ
た
人
間
に
の
み
、

そ
の
恩
恵
を
独
占
さ
せ
、
労
働

者
・
市
民
・
高
齢
者
等
社
会
的

弱
者
に
は
恩
恵
を
与
え
る
ど
こ

ろ
か
、
貸
金
を
下
げ
続
け
、
憲

法
に
言
う
最
低
限
の
生
活
保
障

す
ら
切
り
捨
て
た
。

「
働
き
方
や
労
働
時
間
の
選
択

の
自
由
」
「
自
分
に
あ
っ
た
仕

事
の
確
保
」
と
資
本
家
側
の
え

せ
評
論
家
か
ら
、
さ
も
人
間
の

尊
厳
が
保
障
さ
れ
る
よ
う
な
宣

伝
が
さ
れ
た
。

一
方
で
は
弱
い
立
場
に
至
っ

た
者
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
や
ホ
ー

ム
レ
ス
に
対
し
て
、
「
自
己
責

任
」
と
称
し
て
切
捨
て
、
社
会

的
救
済
策
や
責
任
を
放
棄
し
た
。

そ
の
狙
い
は
、
「
人
買
い
」

と
し
て
規
制
さ
れ
て
い
た
、
労

働
者
派
遣
法
を
大
幅
に
規
制
緩

和
し
、
原
則
自
由
化
す
る
こ
と

に
あ
っ
た
。

こ
の
結
果
、
非
正
規
労
働
者

が
激
増
し
、
資
本
家
は
低
賃
金
・

使
い
捨
て
労
働
者
を
大
幅
に
確

保
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
米
一
俵
の
た
と
え

話
で
我
慢
し
て
き
た
国
民
の
、

政
府
へ
の
積
年
の
怒
り
や
恨
み

が
小
泉
退
陣
と
と
も
に
噴
出
し

始
め
て
い
る
。

そ
し
て
、
今
年
、
世
界
を
襲
っ

た
ア
メ
リ
カ
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム

ロ
ー
ン
に
代
表
さ
れ
る
金
融
問

題
は
、
全
世
界
の
経
済
を
震
撼

さ
せ
、
百
年
に
一
度
と
い
う
世

界
恐
慌
の
突
入
前
夜
の
様
相
を

呈
し
て
き
て
い
る
。

派
遣
労
働
者
が
真
っ
先
に
切

ら
れ
、
住
む
家
も
な
い
、
雇
用

保
険
も
な
い
、
明
日
の
食
べ
物

す
ら
な
い
状
態
と
な
り
、
街
の

中
に
放
り
出
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
的
不

安
や
不
満
が
、
我
々
行
政
で
働

く
職
員
、
す
な
わ
ち
公
務
員
へ

向
け
ら
れ
て
き
て
い
る
。

「
民
で
で
き
る
こ
と
は
民
へ

＝
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
」
が
呪

文
の
よ
う
に
唱
え
ら
れ
、
我
々

の
貸
金
と
雇
用
の
安
定
を
揺
る

が
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

今
、
各
自
治
体
で
は
、
行
政

の
一
層
の
ス
リ
ム
化
を
進
行
さ

せ
る
た
め
、
外
部
委
託
化
を
施

策
の
根
本
に
掲
げ
て
い
る
。

東
京
都
も
特
別
区
も
例
外
で

は
な
い
。
ま
し
て
二
十
三
区
を

構
成
区
と
し
た
、
我
々
一
部
事

務
組
合
に
対
し
て
、
不
当
な
民

間
委
託
化
が
押
し
付
け
ら
れ
て

き
て
い
る
。

身
分
に
つ
い
て
も
身
分
保
障

協
定
を
締
結
し
て
い
が
、
こ
の

協
定
も
必
死
に
守
る
と
い
う
我
々

の
意
思
が
無
け
れ
ば
存
続
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。

我
々
は
安
全
・
安
心
・
安
定

的
な
工
場
を
確
立
し
、
二
十
三

区
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
清
掃
一

部
事
務
組
合
を
ひ
と
つ
の
自
治

体
と
し
て
確
立
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
、
働
き
や
す
い
、

将
来
も
安
心
で
き
、
職
務
に
精

進
で
き
る
職
場
環
境
を
作
り
あ

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
元
で
闘
っ
た
委
託
反
対

の
強
い
運
動
の
も
と
、
来
年
度

は
直
営
工
場
の
更
な
る
委
託
化

は
さ
せ
な
か
っ
た
。

一
定
の
勝
利
と
も
言
え
る
。

し
か
し
今
年
度
の
三
委
託
工

場
の
残
り
の
四
分
の
一
に
つ
い

て
等
は
、
昨
年
の
交
渉
事
項
と

し
て
既
成
の
も
の
と
さ
れ
て
お

り
、
当
局
が
委
託
化
を
断
念
し

た
わ
け
で
は
な
い
。

当
局
は
こ
の
間
の
我
々
の
委

託
下
の
工
場
の
実
態
指
摘
に
よ

り
民
間
委
託
化
が
ど
れ
だ
け
安

全
・
安
心
な
工
場
か
ら
か
け
離

れ
て
い
っ
て
い
る
か
。

そ
し
て
職
員
の
や
る
気
を
奪

い
、
工
場
現
場
の
人
材
を
細
ら

せ
て
い
る
の
か
わ
か
っ
て
い
る

は
ず
だ
。

ま
た
職
安
法
や
労
働
者
派
遣

法
な
ど
に
対
す
る
違
法
に
近
い

状
況
で
の
運
営
が
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
こ
と
や
、
委
託
に
よ

る
不
安
定
雇
用
の
労
働
者
を
生

み
出
す
こ
と
の
片
棒
を
か
つ
い

で
い
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る

は
ず
だ
。

今
こ
そ
二
十
三
区
民
の
信
頼

を
裏
切
り
か
ね
な
い
民
間
委
託

化
（
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
）
を

凍
結
し
、
次
代
を
担
う
設
備
管

理
職
員
の
採
用
を
早
期
に
行
う

べ
き
で
あ
る
。

次
に
組
織
の
問
題
で
あ
る
。

我
々
の
職
場
に
依
拠
し
、
根
を

お
ろ
し
た
闘
い
と
が
ん
ば
り
で
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
自
由
に
も
の

が
言
え
る
雰
囲
気
を
確
保
で
き
、

明
る
い
職
場
を
各
支
部
と
も
維

持
で
き
て
い
る
。

ま
た
人
材
育
成
の
必
要
性
を

訴
え
、
不
十
分
で
は
あ
る
が
、

現
業
職
を
含
め
た
訓
練
セ
ン
タ
ー

を
当
局
に
開
設
さ
せ
た
。
職
場

に
組
合
が
あ
る
こ
と
が
如
何
に

必
要
か
。
最
近
、
特
に
派
遣
労

働
者
が
ユ
ニ
オ
ン
を
作
り
、
解

雇
を
巡
っ
て
使
用
者
に
対
し
て

闘
い
始
め
て
い
る
こ
と
が
盛
ん

に
報
道
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見

れ
ば
、
組
合
の
必
要
性
は
自
明

で
あ
る
。

し
か
し
、
公
務
職
場
に
お
け

る
民
間
委
託
化
は
組
合
破
壊
攻

撃
で
も
あ
る
。
事
実
委
託
さ
れ

た
工
場
の
組
合
員
は
激
減
し
、

組
織
の
維
持
に
困
難
を
き
た
し

て
い
る
。

特
に
一
組
で
は
委
託
工
場
の

み
な
ら
ず
一
組
固
有
職
員
と
区

派
遣
職
員
が
約
半
々
と
な
り
、

執
行
委
貞
の
な
り
手
も
少
な
く

な
り
、
支
部
運
営
に
支
障
を
き

た
し
て
き
て
い
る
。

一
組
総
支
部
は
民
間
委
託
に

反
対
の
取
り
組
み
は
も
と
よ
り
、

新
規
採
用
問
題
、
区
派
遣
職
員

の
組
織
化
問
題
、
差
別
問
題
、

訓
練
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
現
行
清

掃
一
組
の
特
有
の
課
題
に
加
え
、

一
自
治
体
と
し
て
の
時
短
、
昇

給
・
昇
格
問
題
に
限
ら
ず
、
労

働
条
件
に
か
ら
む
す
べ
て
の
課

題
に
対
応
し
て
運
動
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
業
職
員

の
数
が
三
十
三
％
で
行
政
職
貞

の
半
分
、
し
か
も
全
職
種
を
合

わ
せ
た
四
十
三
％
が
派
遣
職
員

と
い
う
比
率
、
な
お
か
つ
、
区

派
遣
職
員
や
人
材
派
遣
か
ら
の

職
員
、
委
託
業
者
ま
で
混
在
し

て
い
る
一
組
の
実
態
、
ま
た
一

組
労
組
（
二
組
）
と
い
う
組
織

破
壊
を
繰
り
返
す
組
織
の
存
在

の
中
で
、
当
局
と
闘
う
に
は
、

一
組
総
支
部
の
強
化
と
各
支
部

の
団
結
が
不
可
欠
で
あ
る
。

各
支
部
役
員
の
献
身
的
努
力

は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
だ
け
で

は
組
織
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る

の
は
困
難
で
あ
る
。

我
々
は
各
支
部
強
化
の
た
め

の
資
金
投
入
と
、
一
組
総
支
部

に
対
し
て
は
、
専
従
配
置
を
本

部
に
引
き
続
き
求
め
て
い
く
も

の
と
す
る
。

右
決
議
す
る
。

二
〇
〇
八
年
十
二
月
十
九
日

東
京
清
掃
労
働
組
合

一
組
総
支
部

工
場
職
場
の
公
務
災
害
が
多

発
し
、
一
組
安
全
衛
生
委
員
会

等
で
、
危
険
箇
所
の
特
定
や
改

善
な
ど
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

身
近
に
あ
る
危
険
箇
所
を
把

握
し
、
安
全
に
作
業
で
き
る
環

境
の
推
進
が
必
要
で
あ
る
。
ど

の
工
場
職
場
で
も
、
必
ず
あ
る

危
険
な
作
業
に
対
し
て
、
十
分

な
作
業
手
順
の
確
認
を
し
よ
う
。

作
業
人
員
の
確
保
や
、
作
業

機
材
の
点
検
、
保
護
具
の
着
用

な
ど
基
本
に
戻
る
こ
と
も
重
要

な
作
業
の
一
貫
で
す
。
。

無
事
故
で
、
毎
日
を
楽
し
く

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
目
的
や

目
標
を
構
築
し
よ
う
。

新年会の過ごし方です

とりあえずビールは
意味がないのかな！

「ビールで乾杯～！」は最初の一口だけに！
「じゃぁ、とりあえずビール！」ってよくよく考
えると全く意味がないと思いませんか？ 何もとり
あえずビールにする必要はありません。ビールは
中瓶1本で約200kcalし、つぎ足しされやすく、ど
んどん飲む量も増えていくものです。しかも、親
しい仲間と一緒だったら尚更ですよね。
では、他のアルコールはどうかというと、日本

酒1合約200kcal、発泡酒1缶約350kcal、焼酎約280
kcalと高カロリーのオンパレード。
そこでオススメなのがワインです。ワイン(赤・

白)は100mlで約60kcalと、アルコールの中では比
較的低カロリーの飲み物。しかも、赤ワインに含
まれるポリフェノールには、悪玉コレステロール
の酸化を抑える美容効果があるので、ダイエット
中でも心おきなく飲めるのがいいですね。
どうしても「とりあえずビール！」じゃないと

場がしらける……という場合は、乾杯の一口だけ
をビールにして、あとはワインをゆっくり飲むよ
うにするのが賢明かと思われます。

（べてらんヤフー人の酒飲み情報より）


